
土木学会誌 vol.92 no.12 December 200756

を
渡
り
、
宿
を
見
上
げ
て
目
に
し
た
梅
を
詠
ん
だ

歌
と
思
わ
れ
る
。

名
栗
川
橋
の
建
設

一
九
一
〇（
明
治
四
十
三
）年
八
月
初
旬
の
洪

水
で
破
壊
し
た
大
喜
橋
は
、
復
旧
に
際
し
て
地
元

民
は
木
橋
で
は
な
く
、
堅
固
で
流
失
し
な
い
永
久

橋
の
架
設
を
強
く
望
ん
だ
。
永
久
橋
は
莫
大
な

工
事
費
を
必
要
と
し
、
県
の
補
助
金
を
得
て
村
が

発
注
す
る
工
事
費
は
総
工
事
費
の
約
六
割
で
あ

っ
た
。
こ
の
た
め
、
地
元
有
志
は
寄
付
金
を
募
る

ほ
か
、
寄
付
金
の
提
供
困
難
者
は
無
償
の
工
事
作

業
員
と
し
て
施
工
に
参
加
し
た
。
工
事
は
一
九

二
四（
大
正
十
三
）年
四
月
、
位
置
を
大
喜
橋
よ

り
上
流
に
移
し
て
着
工
し
、
同
年
九
月
二
十
一
日

完
成
し
た（
写
真
b
は
一
〇
月
の
竣
工
式
）。
こ
の

と
き
、
橋
名
は
名
栗
川
橋
と
な
っ
た
。

与
謝
野
晶
子
と
名
栗
村

一
九
二
九（
昭
和
四
）年
、
歌
人
与
謝
野
晶
子

が
ラ
ジ
ウ
ム
鉱
泉
を
訪
れ
、「
名
栗
の
峡
谷
は
、
渓

は
細
か
い
が
女
性
的
に
優
し
く
、（
略
）折
々
出
偶

ふ
石
欄
の
小
橋
や
沿
道
の
農
家
の
茅
屋
根
の
趣

き
と
共
に
、
車
上
の
人
を
倦
ま
し
め
な
い
」と
述

べ
て
い
る
。
晶
子
の
眼
は
、
新
し
い
名
栗
川
橋
も

印
象
に
残
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
た
し
か
に
名
栗
の

峡
谷
は
、
岩
肌
を
み
せ
る
崖
な
ど
男
性
的
な
風
景

が
な
く
、
山
が
豊
か
な
森
林
で
埋
め
つ
く
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
は
西
川
材
と
呼

称
さ
れ
、
良
質
な
建
築
材
と
し
て
江
戸
の
ま
ち
づ

く
り
や
大
火
の
復
興
に
寄
与
し
た
。

名
栗
村
の
住
民
は
、
江
戸
と
の
流
通
に
よ
っ
て

首
都
の
情
報
に
通
じ
て
い
た
。
河
口
か
ら
約
八
十

一
キ
ロ
さ
か
の
ぼ
っ
た
名
栗
渓
谷
に
、
近
代
的
な

永
久
橋
を
建
設
し
た
背
景
に
は
、
村
の
有
志
が
も

っ
て
い
た
進
取
の
気
概
と
、
後
世
の
発
展
を
望

む
夢
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

v現況、上流を望む

埼玉県 

東京都 

群馬県 

茨城県 

名栗橋 

池袋 

浦和 

飯能 

秩父 

荒川 

入間川 

名栗川 

b大正13年開通式記念写真（楞厳寺所蔵）

n名栗川橋位置図

著
者
（
土
木
学
会
関
東
支
部
選
奨
土
木
遺
産
選
考
委
員
）

注：

名
栗
村
は
二
〇
〇
五
年
一
月
一
日
合
併
に
よ
り
、
飯

能
市
と
な
っ
た
。

注：

名
栗
川
は
一
九
六
六
年
四
月
、
一
級
河
川
入
間
川
と

な
っ
た
。
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名
栗
川
橋
の
す
が
た

一
九
二
四（
大
正
十
三
）年
に
完
成
し
た
名
栗

川
橋
は
、
荒
川
水
系
の
支
流
入
間
川（
旧
名
栗
川
）

に
架
か
る
、
一
径
間
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
上
路

ア
ー
チ
橋
で
あ
る
。
橋
の
上
・
下
流
か
ら
望
む
と

名
栗
峡
谷
が
背
景
と
な
り
、
そ
の
景
観
が
素
晴
ら

し
い
。
橋
は
埼
玉
県
飯
能
市（
旧
名
栗
村
）の
下
名

栗
地
先
に
あ
り
、
東
京
湾
の
荒
川
河
口
か
ら
流
路

を
た
ど
る
と
、
約
八
十
一
キ
ロ
の
渓
谷
の
中
に
あ

る
。
幅
三
・
九
〇
メ
ー
ト
ル
、
長
さ
三
二
・
三
メ
ー

ト
ル
で
、
現
在
も
軽
車
両
な
ど
の
交
通
に
供
し
て

い
る（
交
通
規
制：

車
両
幅
二
・
二
メ
ー
ト
ル
、
同

重
量
二
・
〇
ト
ン
）。

こ
の
橋
梁
形
式
は
、
県
下
で
玉
川
橋（
当
時
玉

川
村
）に
次
ぎ
二
番
目
で
あ
る
が
、
玉
川
橋
よ
り

高
欄
が
重
厚
で
安
定
感
を
有
し
て
い
る
。
ま
た
、

拱
台（
ア
ー
チ
部
分
）か
ら
立
ち
上
が
る
支
柱
の

接
続
部
は
、
断
面
を
増
加
さ
せ
て
固
定
を
強
化
し

て
い
る
。
近
年
、
床
版
な
ど
一
部
に
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
剥
離
な
ど
が
発
生
し
補
修
が
な
さ
れ
た
が
、

大
規
模
な
損
傷
は
な
い
。

牧
水
と
名
栗
川

一
九
二
〇（
大
正
九
）年
四
月
七
日
、
旅
と
酒

を
愛
す
る
歌
人
若
山
牧
水
は
、
秩
父
か
ら
山
を
越

え
て
名
栗
川
の
渓
谷
を
下
っ
た
。
こ
こ
で
数
首
詠

ま
れ
た
な
か
に
次
の
歌
が
あ
る
。

こ
の
日
、
下
名
栗
地
先
の
鉱
泉
宿
に
泊
ま
る
。

こ
の
様
子
を
次
の
よ
う
に
詠
ん
で
い
る
。

こ
の
谷
間
の
ひ
な
び
た
鉱
泉
宿
は
、
現
在
五
階

建
て
の
大
松
閣
で
あ
り
、
名
栗
川
橋
を
右
岸
に
渡

っ
て
三
百
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
奥
に
あ
る（
写
真
c
）。

当
時
、
こ
の
鉱
泉
へ
の
往
来
は
木
橋
の
大
喜
橋

を
渡
っ
た
。
牧
水
が
訪
れ
た
と
き
は
、
大
喜
橋
が
一

九
一
〇（
明
治
四
十
三
）年
の
大
洪
水
で
被
災
し

て
仮
橋
で
あ
っ
た
。
は
じ
め
の
歌
は
、
牧
水
が
街

道
か
ら
水
辺
に
お
り
て
狭
い
急
づ
く
り
の
仮
橋
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z現況、上流右岸の構造局部

c現況、大松閣（旧ラジウム鉱泉） x現況、右岸橋詰（丸石が土木遺産銘板）


